
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
気
持
ち
も
新

た
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
愛
媛
県
労
福
協
の
諸
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

勤
労
会
館
跡
地
に
完
成
し
た
四
国
ろ
う
き
ん
松
山
ビ
ル
も
、
駐
車

場
・
外
構
工
事
が
い
よ
い
よ
大
詰
め
と
な
り
、
令
和
４
年
６
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
足
掛
け
２
年
超
に
わ
た
る
工
事
も
終
わ
り
が
見
え
て

き
ま
し
た
。
２
月
10
日
に
は
四
国
労
金
愛
媛
支
店
・
松
山
支
店
・
愛

媛
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
移
転
し
て
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
と
な
り
、

名
実
と
も
に
新
た
な
労
働
界
の
拠
点
と
し
て
の
稼
働
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
巳
年
と
な
る
本
年
、
ヘ
ビ
は
脱
皮
を
繰
り
返
し
て
成
長
し
て

い
く
さ
ま
か
ら
「
復
活
と
再
生
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
わ
れ
ま
す
。
皆

様
方
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
実
る
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
光
熱
費
や
食
品
な
ど
生
活

に
直
結
す
る
分
野
の
値
上
げ
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
な
か
で
、

２
０
２
４
年
の
年
間
出
生
数
は
初
め
て
70
万
人
を
割
り
込
む
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
少
子
化
の
進
行
が
と
ま
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
「
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
を
保
障
す
る
は
ず
の
生
活
保
護
費

も
段
階
的
に
削
ら
れ
続
け
る
な
ど
、
格
差
や
貧
困
の
問
題
が
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。

　

高
等
教
育
の
負
担
軽
減
の
取
り
組
み
で
は
、「
す
べ
て
の
人
が
学
べ

る
社
会
へ　

高
等
教
育
費
負
担
軽
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み

に
結
集
し
、「
団
体
賛
同
・
個
人
署
名
」
の
取
り
組
み
が
全
国
で
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
愛
媛
で
も
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
国
連
の
定
め
た
国
際
協
同
組
合
年
で
す
。
改
め
て

労
働
者
自
主
福
祉
運
動
や
協
同
組
合
運
動
な
ど
の
共
助
の
輪
を
広
げ

る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団
体
な
ど
と
も
つ
な
が
り
、
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
実
現
に
向
け
た
協
同
組
合
の
実
践
、

社
会
や
経
済
の
発
展
へ
の
協
同
組
合
の
貢
献
に
対
す
る
認
知
を
高
め

る
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
、す
べ
て
の
働
く
人
の
幸
せ
と
豊
か
さ
を
め
ざ
し
た
、連
帯
・

協
同
で
つ
く
る
安
心
・
共
生
の
福
祉
社
会
に
向
け
、
労
福
協
、
労
働

団
体
、
福
祉
事
業
団
体
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
深
め
、
職
場
に
、

地
域
に
、
共
助
の
輪
を
広
げ
る
べ
く
邁
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　
　
（
一
社
）
愛
媛
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

�

理
事
長　

弓　

立　

浩　

二

新年の幸せを願って（令和７年元旦）

昴
す
ば
る
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　新年明けましておめでとうございます。
　長らく続いたコロナパンデミックも一定落ち着き、国内では至る所で海外からの旅行者が溢れ、
所謂インバウンド需要（消費）を目の当たりにするなど経済回復の一端を実感している今日この頃
でございます。
　そんな中、会員の皆様におかれましては、ご家族お揃いで新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　さて、本年2025年は２回目となる『国際協同組合年』です。これは2023年11月の国連総会で決議
されたもので、すべての加盟国に「『協同組合』を振興促進し、持続可能な開発目標（SDGs）の実
施と社会・経済開発全体に対する『協同組合』の貢献に対する認知を高める方法として『国際年』
を活用する事」を促し、（行き過ぎた資本主義を是正する一手段として）『協同組合』運動で人間ら

しい雇用の創出や金融包摂など包摂的な社会の構築への貢献を支援することを求めています。
　実は、13年前の2012年が第１回目の『国際協同組合年』で、私はその前年2011年９月に実施された中央労福協主催の欧
州視察に西部労福協を代表し参加することが出来ました。視察先の中で私が最も感銘を受けたのがイタリヤのパドヴァ市
にある「倫理銀行（Banca Popolare Etica）」でした。この銀行は「不道徳な事業者や個人には絶対に融資はしないし預金
もさせない」「融資先は会員自らが決定する」「預金者である会員は金利の一部あるいは全部を自らの意思で社会貢献活動
に寄付する」という協同組織の金融機関ですが、その基本理念がその名の通り「倫理は（常に）経済を優先する」という
凄まじいものでした。縁あって現在「四国ろうきん」に携わらせて頂いていますが、少しでもこの銀行に近づけるよう努
力しているところでございます。
　昨年は能登半島地震に始まり四国南西部の震度６や気象変動に伴う多くの自然災害が多発しました。社会面においても
「闇バイト」などという気味の悪い犯罪が多発し、私たちの暮らしに、社会の持続性に赤信号が灯っています。
　今こそ、労福協の出番です。「共助の輪」を拡げその使命を果たして行こうではありませんか。
　本年も皆様にとって幸せ多い年となりますことをご祈念申し上げ、新年のご挨拶と致します。

四国労働金庫　理事長　 杉 本 宗 之

　謹んで新春のお慶びを申し上げますとともに、日頃から連合運動へのご理解とご支援に心より御
礼申し上げます。
　昨年は、元日に「能登半島地震」が発生し、多くの方々が困難な状況の中で新年を迎えることに
なりました。その後も一年を通して、自然災害が各所で発生しました。特に、豪雨災害が地域を問
わず発生する様子を見ると、地球温暖化の影響が顕著になっているのではないかと不安を覚える方
も多いと思います。加えて、近年、日本では四季を感じにくくなってきたようにも思え、将来にわたっ
て持続可能な社会を維持することは待ったなしの課題です。一年の始まりに、改めて、防災・減災
や地球環境に思いを巡らせ、日々の生活の中で取り組めることに努力していきたいと思います。
　一方で、2022春季生活闘争からスタートした「未来づくり春闘」は、2023闘争で「転換点」をつくり、

2024闘争では「ステージ転換」に向けた大きな一歩を踏み出しました。2025闘争では、四半世紀に及ぶ慢性デフレに終止
符を打ち、動き始めた賃金、経済、物価を安定した巡航軌道に乗せる年としなければなりません。動き始めた賃金や物価
を再び停滞させることのないように2025春季生活闘争に取り組んでいきたいと考えています。
　同時に、連合は2030までにジェンダー平等社会を実現するとの決意のもと、「連合ジェンダー平等推進計画」を策定して
取り組んでいます。世界では、すでに男女同数の割合、すなわち「50：50」が当然のように実現しています。「203050」の
目標達成に向けて、残り５年しかないという危機感を持ち、取り組みを強化して参ります。
　また、今年は戦後80年となります。先の大戦の惨禍を直接経験された方々は少なくなり、その実相を伝える役割は、次
の世代へと移っています。残念ながら世界のいたるところで、武力を用いた争いが絶えません。「対岸の火事」と見過ごす
のではなく、80年前の出来事を振り返り、私たちは果たすべき役割をいま一度見つめなおし、行動に結びつけて行きたい
と思います。
　私たち連合愛媛は、構成組織や地域協議会、志を同じくする仲間や福祉事業団体と連携し、様々な課題を克服しながら
連合運動の前進に向け、取り組みを更に強化していきます。そして、今年は乙巳（きのとみ）にあやかり、「今日までの労
働運動の積み重ねや新たなチャレンジを繰り返しながら発展する年にしたい」と決意を新たにしたいと思います。連合愛
媛傘下の仲間の皆さま方のご理解と積極的なご協力をお願いします。
　本年が皆さまにとって、実り多い一年となりますことを心よりご祈念申し上げ、年頭のごあいさつとさせていただきます。

連合愛媛　会長　 菊 川 　 泰

労働団体・福祉事業団体

年頭のごあいさつ

労働団体・福祉事業団体

年頭のごあいさつ
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　新年あけましておめでとうございます。皆さまにおかれましては健やかに新しい年を迎えられ
ましたことをお慶び申し上げます。旧年中は「こくみん共済 coop 愛媛推進本部」の共済運動に、
格段のご理解とご支援を賜わり厚く御礼を申し上げます。
　こくみん共済 coop では、自然災害の多発化・大規模化がみられること、昨年の宮崎県沖地震
の後に初となる「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）」が発表されたことなどから、「防災」・
「減災」に関する啓発活動や、災害時の無保障者をなくす運動について取り組みを強化している
ところです。防災士の資格を有した職員を配置しておりますので、お気軽にご相談いただけたら

と思います。私共は、これからも「たすけあい」の仕組みを通じて、「みんなで助け合い、豊かで安心できる社会づく
り」を実現するために、皆さまに寄り添い歩み続けていく所存ですので、引き続きのご理解とお力添えをお願い申し
上げる次第です。
　2025年の干支「乙巳」は、「努力を積み重ね、物事を安定させていく」という意味合いを持つとしとされています。
皆様方努力が実り幸せが訪れる事をご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

こくみん共済 coop 愛媛推進本部　本部長　 金 子 達 郎

　皆様、新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は、愛媛県生活協同組合連合会の事業・活動に各段のご支援・ご協力を賜り厚くお礼申
し上げます。継続する原料・物価高騰に加え、人手不足問題等、事業を取り巻く環境やくらしへ
の負担は一層厳しい状況が続きそうです。消費者の生活防衛への意識は益々強まりそうです。私
たちにできること、“組合員に寄り添いお役にたつこと”に徹する１年にしていきたいと思います。
今年度は国連が国際協同組合年に制定されました。協同組合の価値を多くの人々に知ってもらう
事、またSDGsの更なる発展をすすめ持続可能な社会づくりに協同組合連携や地域の諸団体や行

政とも連携してすすめていきたいと思います。
　各生協や生協連が知恵を出し合い、社会の一員として様々な取り組みをすすめていきたいと思います。今年１年、
どうぞよろしくお願いします。

愛媛県生活協同組合連合会　会長　 美 濃 欽 也

　新年あけましておめでとうございます。皆様には健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上
げます。旧年中は、愛媛県労働者住宅協会の事業推進にご理解を頂き、格段のご支援・ご協力を
賜りましたこと厚く御礼申し上げます。
　労住協では、外環状線・松山空港にも程近いエリアでもある高岡町（全17区画）、東垣生町（全
21区画）にて宅地分譲を行うとともに、新たに新田高校サッカーグランドに隣接する山西町で全
５区画の分譲宅地を仕入れ、販売を進めています。
　創立以来、長きに亘って勤労者をはじめ、より多くの方々に「安全で安心して生活できる住環

境の提供」を基本理念として事業を展開してきました。　
　引き続き、基本理念をしっかり守り事業を展開していきたいと思います。スタッフ一同、皆様からのお問い合わせ
を心よりお待ち申し上げております。土日も営業しておりますので、お気軽にご相談下さい。
　結びになりますが、本年が皆様にとって幸多き年となりますことを心よりご祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせて
いただきます。結びになりますが、本年が皆様にとって幸多き年となりますことを心よりご祈念申し上げ、年頭のご
挨拶とさせていただきます。

愛媛県労働者住宅協会　理事長　 宮 﨑 　 司
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781-2023-022

 
781-2023-022 

        四四国国労労働働金金庫庫  

 

※  電話番号は変更ございません。愛媛⽀店／松⼭⽀店 (089) 948-1121   愛媛ローンセンター  (089) 948-1120 

ご来店イベント 
 
２０２５年２⽉１０⽇(⽉) 〜 ２⽉１６⽇(⽇) 
期間中に新店舗窓⼝をご利⽤いただいたお客さまへ 

素敵なプレゼント！！ 
※ 2 ⽉ 11 ⽇(火)は、祝⽇のため実施いたしません。 
※ お一人様１回限りとさせていただきます。 

※ 表示の会場使⽤料⾦は、税別⾦額です。別途、消費税が掛かります。 
※ 会場使⽤料の「会員」料⾦の適⽤は、四国労働⾦庫の出資会員に限ります。 
※ 「キャンセル料」は、2 ⽇前までは無料です。ご利⽤⽇の前⽇は 50%、ご利⽤当⽇のキャンセルは 100%をいただきます。 
※ 各会議室のマイク等の設備をご利⽤の際には、別途、使⽤する設備毎に「設備使⽤料」が掛かります。 
※ 会議室利⽤者のための駐⾞場はございません。 

 
【会議室ご利⽤予約】⇒ 株式会社 四国労⾦サービス ［受付時間：9：00〜17：00（土⽇祝休み）］
   ℡（０８９）９６１－１３２１      fax （０８９）９６１－１３６７ 
    会議室の予約は、ホームページで簡単に⾏えます。 
        利⽤予約はこちらから ⇒   https://s-rokinservice.co.jp 
 

愛媛⽀店・松⼭⽀店・愛媛ローンセンターは 
 
 
２０２５年２⽉ 10 ⽇(⽉)より 
四国ろうきん松⼭ビルに移転します。 
 
新住所：〒790-0066 松⼭市宮田町１３２番地１ 

 (愛媛県勤労会館 跡地) 
 四国労働⾦庫「愛媛⽀店・松⼭⽀店・愛媛 
ローンセンター」は、２０２５年２⽉１０⽇(⽉) 
より「四国ろうきん松⼭ビル」に移転します。 
お客さまには何かとご不便をおかけすることと 
存じますが、勤労者の福祉⾦融機関として、より 
一層のサービス向上を心がけ、ご満足いただける 
よう誠心誠意努⼒いたす所存でございますので、 
今後ともご愛顧賜りますようお願い申し上げます。 
 ※ 店名・店番号・⼝座番号に変更はございません 

ので、現在ご利⽤いただいている通帳・証書・カード等は、引き続きご利⽤いただけます。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
四国ろうきん松⼭ビル 会議室利⽤のご案内！ 

会議室使⽤料⾦表 ［会議室利⽤可能時間：8 時 30 分 〜 20 時 00 分］ 
 

広さ 
（㎡） 

定 員 設備内容 
会場使⽤料 
上段:一般 
下段:会員

５階 大会議室 273.97 170 名 
ホワイトボード、マイク、
プロジェクター2 台

18,000 円／時
9,000 円／時

５階 中会議室 155.16 78 名 
ホワイトボード、マイク、
プロジェクター1 台

10,000 円／時
5,000 円／時

3 階 会議室 ① 62.08 24 名 ホワイトボード 
4,000 円／時
2,000 円／時

3 階 会議室 ② 40.66 16 名 ホワイトボード 
3,000 円／時
1,500 円／時

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５階「大会議室」 
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南海トラフ地震について 
 こくみん共済 coop は、2024 年 11 ⽉に防災・災害に関する意識調査を実施しました。 
 あなたは 2024 年の夏に南海トラフ地震臨時情報（巨⼤地震注意）が発表されたことを知っているか聞
いたところ、全体では「知っている」が82.1％、「知らない」が17.9％となりました。「知っている」と回答した⽅に、
南海トラフ地震臨時情報（巨⼤地震注意）の発表後、家族や職場での防災意識や⾏動に変化はありま
したかと聞いたところ、家族については全体の 35.6％、職場については若⼲下がり、全体の 25.7％が「変化が
あった」と回答がありました。いずれも、世代が若くなるにつれて「変化があった」の割合が増加する傾向がみられ
ます。※変化があった・計(「変化があった」+「やや変化があった」) 

※ 

 あなたがお住まいの地域の、南海トラフ地震が発
⽣した際の災害予想規模(危険度)を知っています
かと聞いたところ、「知っている」と回答したのは全体の
45.2％でした。「知っている」の割合が⾼かった都道
府 県 は 、 和 歌 ⼭ ・ 愛 媛 が 64.8 ％ 、 ⾼ 知 が
62.9％、⼤分が 61.0％でした。 

南海トラフ地震臨時情報（巨⼤地震注意）の発
表に際して、南海トラフ地震を想定した防災対策
を家族や職場で議論したことはありますかと聞いたと
ころ、家族との議論については、全体の 21.0％が
「発表前から議論していた」、28.4％が「発表前は 

議論していなかったが、発表後に議論をした」、50.7％が「⼀度も議論していない」と回答。職場での議論は全体の
13.7％が「発表前から議論していた」、18.8％が「発表前は議論していなかったが、発表後に議論をした」、
67.4％が「⼀度も議論していない」と回答しました。こちらも南海トラフに近い地域では議論をしている割合が⾼いよ
うです。 

※意識調査(調査概要) 調査対象：全国 20〜69 歳調査⽅法：インターネットリサーチ サンプル数：4,935 

【たすけあいで防災・減災】 
防災・減災の 
各種お役⽴ちコンテンツ 

 もしもの災害時に備えて、家庭でできる備蓄をしておくことや、 
住まいの保障に過不⾜がないか確認しておくことが⼤切です。 
ぜひこの機会にご⾃⾝の備えについて考えてみましょう。 

 

こくみん共済 coop は防災・減災活動を⾏っています。みんなで防災意識を⾼めましょう！ 

⾒積もりもコチラから 
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□ □

□
□

□
□

県生協連第９回医療生協交流会を開催しました

＜報告者のみなさん＞

　11月29日（金）、伊予市のウェルピア伊予にて、65名が参加し、県生協連第９回医療生協交流会を開催しました。
この交流会は県内の３つの医療生協（愛媛医療生協、松山医療生協、新居浜医療福祉生協）の役職員を対象に
隔年で開催されており、今回で９回目を迎えました。
　交流会テーマは、「やっぱり、地域でつながるっていいね！」。このテーマにそって各生協での実践事例が報
告され、その後、グループに分かれて、感想や活動のヒントになったことなどを出し合いました。参加者からは、
「『地域でつながるっていいね』を実感させてもらえる報告で感動した。」「他の医療生協のお話を聞けて、お互
いに同じことでの悩みや思いがあることを知り、わかりあえてよかった」などの感想が寄せられました。

　
　
　〈 

応
　
募
　
方
　
法 

〉

◎
応
募
方
法
＝
郵
便
ハ
ガ
キ
に
、
解
答
、
自
宅
の
住
所
、

氏
名
、
所
属
組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

◎
あ
て
先　

〒
七
九
〇
︲
〇
〇
六
六

　
　
　
　
　
　

松
山
市
宮
田
町
一
二
五
番
地
二

　
　
　
　
　
　

愛
媛
労
福
協
会
館

◎
し
め
き
り
　
二
〇
二
五
年
二
月
十
五
日

◎
発
　
　
表
　
二
〇
二
五
年
三
月
号

第
五
六
八
号
の
正
解
「
大
谷
翔
平
」

△
新
居
浜
市　

垂
水　

康
浩
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
ひ
と
）

△
松
山
市　

免
取　

尚
久
（
四
国
電
労
松
山
支
部
）

△
大
洲
市　

沖
野　

江
理
（
伊
予
木
材
労
働
組
合
）

△
八
幡
浜
市　

菊
池　

公
章
（
四
国
電
労
宇
和
島
支
部
）

△
宇
和
島
市　

井
尻　

明
伸
（
自
治
労
宇
和
島
市
職
員
労
働
組
合
）

　

正
解
15
通
よ
り
抽
選
の
結
果
、
右
の
方
々
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。
さ
さ
や
か
で
す
が
図
書
券
を
送
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　〈
た
て
〉

①�

店
の
名
前
や
商
品
、
絵
な
ど

を
目
立
つ
よ
う
に
大
き
く
掲

げ
た
物

②
か
す
か
に
動
く
こ
と

③�

ス
ケ
バ
ン
刑
事
Ⅱ
・
○
○
○

○
陽
子

④
う
そ
や
、
偽
り
の
な
い
心

⑤�

ワ
イ
ン
な
ど
を
貯
蔵
す
る
た

め
の
地
下
室

⑥�

昆
虫
や
ヘ
ビ
な
ど
が
脱
皮
し

た
後
の
殻

⑦�

軽
く
、
や
わ
ら
か
く
て
、
ビ

ン
の
栓
な
ど
に
使
わ
れ
る
木

の
皮

⑧
マ
グ
ロ
の
缶
詰

⑨�

粘
土
を
焼
成
し
て
作
っ
た
素

焼
き
の
容
器

⑩�

空
地
な
ど
に
生
え
る
、
葉
の

細
い
草

　〈
よ
こ
〉

④�

男
性
が
憧
れ
る
タ
イ
プ
の
女

子
の
こ
と

⑤�

ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
背
中
に
つ

け
る
番
号

⑥�

糸
を
、
た
て
・
横
に
組
み
合

わ
せ
て
縫
っ
た
も
の

⑦
モ
ノ
マ
ネ
界
の
大
御
所

⑨�

ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
な
ど
の

お
金
の
単
位

⑪�

二
つ
以
上
の
も
の
を
比
べ
る

こ
と

⑫�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
男
子
選

手
・
高
橋
〇
〇

⑬�

流
す
こ
と
・
洗
い
水
な
ど
を

流
す
所

⑭�

池
や
田
ん
ぼ
に
浮
か
ぶ
水
草

⑮�

雌
の
馬
と
、
雄
の
ロ
バ
の
一

代
雑
種

ク

イ
ズ

問
題　

二
重
枠
の
６
文
字
を
使
っ
て
言
葉

を
作
っ
て
下
さ
い
。

ヒント：日本の年中行事

1111 11 22 33

44

55

1212 66

77 88

99 1313 1010

1414 1515

「他団体との連携と
　計画的な支部企画の実践」

　愛媛医療生協
　泉川ブロック中大支部
　茅原　千賀子　さん

「ご近所さんってすばらしい!!」

　新居浜医療福祉生協
　地域密着型デイサービス
　のんびりさん　管理者
　大西　順子　さん

「どろんこ運動会活動報告」

　松山医療生協　理事長
　泉　治雄　さん

「私、ここにおってえーん?」

　新居浜医療福祉生協
　地域理事
　石村　悦子　さん

「けん玉&ボッチャで健康
　づくりとつながりづくり」

　愛媛医療生協
　協立ブロック理事
　足立　義忠　さん

「ボッチャ大会開催」

　松山医療生協　一般事務
　高橋　敦志　さん
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12
月
11
日
、
四
国
ろ
う
き
ん
松
山
ビ
ル
に
て
第

40
回
研
究
集
研
究
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
開
催
テ
ー
マ
は
「
再
び
国
際
協
同
組
合

年
！
と
も
に
発
展
し
あ
う
関
係
と
し
て
の
、
労
働

運
動
と
労
働
者
福
祉
運
動
」
と
題
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
安
河
内
賢
弘
氏
（
も
の
づ
く

り
産
業
労
働
組
合
Ｊ
Ａ
Ｍ
会
長
／
連
合
副
会
長
）

よ
り
「
中
小
労
働
運
動
の
実
態
と
今
日
的
課
題
」

と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
と
し
て

取
り
組
む
中
小
労
働
運
動
の
特
徴
や
、
春
闘
、
中

小
企
業
労
働
者
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
等
に
つ
い

て
様
々
な
デ
ー
タ
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
報
告
で
は
、
堀
田
真
奈
氏
（
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
・
コ
ラ
ボ
代
表
理
事
）
か
ら
、「
学
童

期
の
子
ど
も
支
援
を
通
じ
た
、
若
者
の
育
成
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
報
告
を
い
た
だ
き
、
地
域
で
子

供
を
育
て
る
活
動
を
通
じ
て
、
大
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
成
長
す
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
県
下
各
地
よ
り
１
０
２
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
想
を
一
部
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　
参
加
者
感
想
よ
り

●
日
本
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
実
態
に
つ
い

て
、
日
本
全
体
の
問
題
で
も
あ
る
が
、
県
内
で
も

賃
金
未
払
い
が
発
生
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
と
の

こ
と
。そ
う
し
た
問
題
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
し
、

解
決
で
き
る
存
在
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
、
改
め

て
労
働
組
合
の
存
在
意
義
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。

●
中
小
企
業
の
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
、
様
々
な

デ
ー
タ
や
視
点
か
ら
解
説
が
あ
り
勉
強
に
な
っ

た
。
物
事
の
本
質
を
知
る
に
は
、
根
底
か
ら
調
査

し
、
原
因
を
追
究
し
、
そ
の
デ
ー
タ
の
も
と
に
周

知
し
て
い
く
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

●
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
応
じ
た
働
き
方
が

選
べ
る
雇
用
体
系
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
で
も
そ
う
な
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し

た
。
一
度
、
子
育
て
な
ど
で
正
社
員
を
離
れ
る

と
、
次
に
同
じ
よ
う
に
就
職
で
き
る
か
不
安
が
大

　

12
月
11
日
、
四
国
ろ
う
き
ん
松
山
ビ
ル
に
て
第

１
回
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
育

成
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
ま
ず
安
河
内
賢
弘
氏
よ
り
「
労
働

運
動
で
未
来
は
変
え
ら
れ
る
と
信
じ
て
」
と
題
し

て
講
演
を
い
た
だ
き
、
講
演
後
３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
の
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
感
想
よ
り

●
労
金
、
こ
く
み
ん
側
、
利
用
者
側
の
双
方
で
話

す
機
会
が
あ
り
良
か
っ
た
。
実
際
に
労
組
の
執
行

委
員
や
書
記
さ
ん
と
の
話
の
中
で
「
ろ
う
き
ん
を

ど
の
よ
う
に
推
進
し
た
ら
い
い
か
？
」
と
の
意
見

が
あ
っ
た
の
で
、
自
分
た
ち
も
推
進
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
ど
う
組
合
の
み
な
さ
ん
に
伝
え
て

行
っ
た
ら
い
い
の
か
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

●
労
金
、
こ
く
み
ん
共
済
の
方
々
と
意
見
交
換
が

で
き
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
若
者
の
組
合

き
い
。
雇
用
の
有
り
方
の
見
直
し
が
、
健
全
に
進

ん
で
い
く
と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

●
初
任
給
を
上
げ
る
こ
と
よ
り
も
、
労
働
組
合
と

し
て
は
、
今
い
る
組
合
員
の
賃
金
を
上
げ
る
こ
と

に
拘
り
た
い
と
い
う
言
葉
に
と
て
も
共
感
し
ま
し

た
。

●
子
供
の
教
育
機
会
が
、
学
校
以
外
の
地
域
に
広

が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
こ
と
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
大
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
集

ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
活
動
が
、
若
い

人
の
共
感
を
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
我
々
の
運
動
に
も
、
参
考
に
す
る
点
が
多
い

活
動
だ
と
思
い
ま
し
た
。

参
加
な
ど
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の

課
題
な
の
で
、対
策
を
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い
。

●
組
合
側
、
事
業
団
体
側
と
推
進
の
違
い
は
あ
る

け
れ
ど
、
思
い
は
一
緒
と
い
う
こ
と
を
共
有
で
き

た
。

●
女
性
も
こ
れ
か
ら
活
躍
し
て
い
く
場
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
労
組
役
員
と
な
る
と
ど
う
し
て
も

男
性
の
多
い
場
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
女
性

役
員
の
集
ま
れ
る
機
会
が
あ
れ
ば
横
の
つ
な
が
り

も
で
き
、
よ
り
運
動
も
強
固
な
も
の
に
な
る
と
思

い
ま
し
た
。

●
歴
史
を
学
び
、
組
合
役
員
の
方
た
ち
と
情
報
共

有
で
き
て
よ
か
っ
た
。
参
加
者
の
方
に
安
河
内
会

長
の
熱
い
思
い
が
届
い
た
と
思
い
ま
す
。

●
今
の
組
合
が
あ
る
の
も
過
去
の
人
た
ち
が
作
っ

て
く
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
大
切
に
し
、
継
承
し
社

会
を
変
え
て
い
き
た
い
。

労福協

労
働
運
動
と
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
連
携
強
化
を
考
え
る

�

第
40
回
愛
媛
勤
労
者
福
祉
研
究
集
会 

報
告

労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

　
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会

安河内賢弘会長堀田真奈代表リーダー研修会参加の皆様ありがとうございました。
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